
このコーナーでは、子どもへの声かけや見守りなど、いじめ防止につながる
取り組みをしていただいている事業所や団体を紹介しています。

いじめ防止協力事業所
・

団体は随時募集中です
。

東進ゼミナールは、進学塾として可児市に設立して今年で36周

年を迎えます。市内には２校舎あり、小学生から高校生まで多くの

子どもたちが毎日通っています。

子どもたちとは毎日接しているため、いじめについても身近な問

題として受け止めています。まずは子どもとの信頼関係を築くこと、

コミュニケーションを欠かさないこと、普段のあいさつや返事にい

たるまで、スタッフ全員がいつも心がけ、気楽に何でも安心して話

せる人間関係をつくることが最も大切であると考えています。

子どもたち一人一人が人間として大きく成長し、その備えた力を

世のため人のために発揮することが出来ることを願って、日々指導

に努めていきます。

●㈱東進　東進ゼミナール

問合先　人づくり課

つばの装飾部分

この銀象嵌直刀は、昭和49年に行われた発掘調査で宮之脇２号墳か

ら出土しました。

宮之脇２号墳は、発掘時には既に半壊していましたが、横穴式石室を

川原石で築いた円墳で、６世紀末～７世紀初頭頃に築かれた古墳と推定

されます。被葬者を埋葬する部屋である玄室からは、須恵器などの副葬

品が出土し、その一つとしてこの直刀も納められていました。

現存している長さは88cm、身幅3.8cm、つばは長径7.6cm、短

径6.6cmの楕円形です。直刀は、陰刻した模様に銀を埋め込んで描く、

象嵌という技法で装飾されています。ワラビ文やＹ字状の文様などが、

細い線で刻まれています。装飾のある直刀は希少で、市の重要文化財に

指定されています。

川合考古資料館を訪れたときには、いろいろな角度から観察してみて

ください。

川合考古資料館　資料紹介
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問合先　文化財課

問合先　経済政策課

ぐるっと可児グルメ　グランプリ決定
最も可児市らしさのあるメニューを決定する「ぐるっと可児グルメ」コンテストを昨年10月１日から11月30
日に開催しました。参加した16店舗22メニューを対象に、実際に食べた人による投票が行われ、総投票数2,072
票の中から次のメニューが入賞しました。
今回提案されたメニューは、今後も可児グルメとしてPRしていきます。ぜひ可児グルメを食べてみてください。

←参加店舗とメニュー

Vol.58 わたしたちが子どもたちを見守ります
いじめを vol.24止防

可児の米粉を使ったシフォンケーキ
（素材香房　イル　コローレ）

ハトブキ山カレー
（ハトブキ山 cafe）

ひといきセット
（㈱恵那川上屋　咲久舎可児御嵩インター店）
※期間限定のため、現在は提供していません。

345 票

第2位 193 票 第3位 192 票

Vol.23

グランプリ
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